Tranilast (N-5\u27)の細胞性免疫 ―遅延型過敏反応に対する影響 by 長部 雅之
平成 3年 9月30日 長崎大学学報 (号外第113号 21
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レ法により 7 クロアァージを採取した。 4xI0'i国のマ




















あり， N-5'を20，10， 5， 2.5， 1.25， 0.63μE添加し
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た，このリンパ球幼若化反応はおもに OKT4陽性 T I 研究科委員会は審査委員の報告にもとづき，これを
細胞が働いていると判断された。 I討論に付して審議した結果，本論文は医学的進歩に貢
活性化マクロファージによる腫蕩細胞に対する | 献するところ大であって学位に値するものとして合格
cytost回目が，N-5'を添加した BCG-CWS抗原によ | と判定した。
るリンパ球幼若化反応の培養上清を加えたもので低下 | 審査担当者 主査 教授 原 耕平
傾向がみられ，N-5'はリンアォカイン放出も抑制し | 副査 教 授 吉田彦太郎
ていると考えられた。 I 副査 教 授 珠玖 洋
N-5'は，メチルコラントレン誘発マウス肉腫細胞
の増殖は抑制せず， DNA合成に対する影響は少ない
と考えられた。
以上より， N-5'は，遅延型過敏反応を抑制している
ことが証明された。
論文審査の結果の要旨
長部雅之は昭和55年 3月長崎大学医学部を卒業し，
医師国家試験に合格，今昭和55年 6月より現在に至るま
で長崎大学医学部第二内科学教室に医員，研究生とし
て勤務し，第二内科学教室主任原耕平教授の指導をう
け，内科学ことに消化器病学に関する研究に従事し，
研究業績をあげた。
平成3年 3月rTranilast(N -5')の細胞性免疫ー遅
延型過敏反応 に対する影響」を完成し，これを主論
文とし.r腹腔内に多発性嚢胞状に発育した悪性神経鞘
置の 1例J他21編を参考論文として，長崎大学大学院
に医学博士の学位を申請した。
長崎大学大学院医学研究科委員会はこれを平成 3年
6月19日定例委員会に討議し，論文の内容の要旨を検
討し，研究経歴を審査した結果，受理して差し支えな
いものと認めたので，上記の通り審査委員を選定した。
委員は主査を中心とし慎重審査の上，平成 3年 B月
21日の定例委員会でその結果を報告した。主論文は，
肥満細胞からの chemical mediatorの遊離を阻止す
る抗アレルギー剤の tranilast(N-5')の遅延型過敏反
応に対する影響を， invitroで検討したものである。 N
5'は結核菌菌体成分 (BCGーCWS)によるリンパ球
幼若化反応を濃度依存的に抑制していた。 BCG
-CWS刺激リンパ球培養上清はマクロアァージの腫
蕩細胞に対する cytostasis作用を誘導するが，それは，
N-5'添加時の培養上清では低かった。このことより，
N-5'はリンフォカイン放出も抑制していると考えら
れた。また，N-5'は7 ウス肉腫細飽の増殖反応は抑制
せず， DNA合成に対する影響は少ないものと考えら
れた。モノクローナJレ抗体OKT3，OKT4， OKT8と
補体で前処理をしたリンパ球の BCG-CWS抗原に
よるリンパ球幼若化反応では，OKT3とOKT4によっ
て著しく幼若化反応が抑えられる結果であった。以上
の成績は，N-5'が OKT4陽性T細胞が働いている遅
延型過敏性反応を抑制しているものと判断することが
できる。本論文はこの点において高く評価できる。
